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V要旨

本小論は、トプカプ宮殿美術館が所蔵する 4冊の詩画帳(サライ・アルバム)の l冊(登録

番号H.2153)のフォリオ98aに貼られている「上申の書」に関するものである。この「上申の書J
は、 15世紀前半のティームール朝支配者パーイソンゴルの宮廷図書館長を務めた能書家ジャア

ファル・パーイソンゴリーに帰せられる書で、当時の図書館付属工房で作製中の写本、絵画、

諸工芸、建築装飾、テントなとξの作業状況をパーイソンゴルに報告した文書である。ティーム

ール朝美術史にとって貴重な資料であり、英訳、トルコ語訳及びその用語解説が出版されてい

る。ティームール朝のみでなくイスラーム美術史全般においても重要な文献であるので、和訳

を試み、先行研究では不明瞭であった用語を解明し付した。また本「上申の書」はこれまで、

当該詩画帳(サライ・アルバム)との関連の中で論じられることはなかったが、本論では「上

申の書Jを詩画帳の作成意図も考慮に入れて考察する必要性があることに言及した。
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序

トプカプ宮殿美術館が所蔵する詩画帳(登録番号H.2153)のフォリオ98aには、ティームー

ル朝(1370-1507年)君主パーイソンゴル・ミールザ一の宮廷工房長であったジャアファル・

パーイソンゴリーが、君主に献上したと考えられている「上申の書」が貼られている。その内

容は、 15世紀前半のヘラートの宮廷工房の活動状況の報告である。

パーイソンゴル・ミールザー (1379-1433年)はティームールの孫で、国政を司る傍ら詩人・

書家としても著名であり、また何よりもティームール朝芸術の高揚期のパトロンとして知られ

ていた。宮廷図書館に付属する工房で製作された美術は、後世のイスラーム世界にも多大な影

響を与えたことから、この時代の工房の動向を記した「上申の書jはイスラーム美術史研究に

おいて極めて重要な史料である。

トプカプ宮殿美術館には、オスマン帝国(ca.l299-1922年)の宮廷生活で使用された書籍・

美術工芸品が収蔵されているが、収蔵品の中には他のイスラーム諸王朝からの献上品や戦利品

も多い。本小論の「上申の書」が貼られている詩画帳 (H.2153) も、 16世紀前半にイランの

サファヴィ一朝(1501-1722年)からオスマン帝国に献上された通称サライ・アルバムと言わ

れる 4冊の詩画帳の中の 1冊である1)。しかし詩画帳が編纂されたのは、白羊朝 (1378-1508年)

ヤアクープ・ベク (1478-1490年)の宮廷と考えられており、 14世紀から15世紀にイラン、中

央アジアなどのイスラーム世界で製作された絵画や書が厚紙に貼られたアルバム形式の作品で

ある21。

これら 4冊の詩画帳に貼られた絵画は、画法、画題、画面のサイズなどにおいて、イスラー

ム絵画の主流をなす写本の挿絵とは異なった傾向の絵画が多いことから、イスラーム美術史の

研究が欧米で始まった当初から注目されていたヘまた書に関しては、 Z.V目トガンなどの書誌

学者によって早くから大局が把握されているぺ

イスラーム美術に関する文献史料は少ないので、 4冊の詩画帳に残された絵画に関する記述

は注目され、それらの翻訳・解読は近年に至るまで断続的に行われている。サライ・アルバム

の欧米への紹介と共に早い時期から注目されたのは、 H.2154のパフラーム・ミールザーの詩画

帳の序文として書家ドゥースト・モハンマドによって書かれた「書家・画家列伝」である51。

次いで注目されたのが本小論で取り上げたH.2153のジャアファル・パーイソンゴリーの「上

申の書」である。 M.K.オゼルギンは“ティームール朝美術に関する古文書:タブリーズ出身

のジャアファルによる上申"と題する論文において、ほぼ原す大の原文とテクスト(活字版)

に現代トルコ語訳と詳細な解説を付しているヘW.M.タクストンは、『書家・画家列伝に関す

るアルバムの序文と文書』と題する著書の中で、「上申の書(報告書)Jとして、原文テクスト

(活字版)に英訳、解説を付している710 I.アフシヤールは、「図書館に従事している者たちの

上申書Jと題する論文で、活字版と用語索引を付しているヘA.パールサーイー・ゴドゥスは、「ヘ
ラートのパーイスンゴルの図書館におけるティームール朝の芸術活動に関する文書」と題する

論文において、原文図版とベルシア語テクストを付し、 M.K.オゼルギンとほぼ同様の文書解

説をしている91。

M.K.オゼルギンとW.M.タクストンの翻訳と解説は、「上申の書」に記載された15世紀前半の

ティームール朝宮廷工房の書家、画家、諸工芸師の特定、制作中の写本の同定などに焦点が当

-68一龍谷紀要第30巻 (2009)第2号



てられ、時代の美術の動向に貴重な情報を提供している。用語解説に関して、 M.K.オゼルギ

ンはかなり詳細で多角的な考察を行っており、本小論においても参考にしたものが多いが、

W.M タクストンは、西洋美術や絵画の用語を訳語に当てていることも多く、イスラーム美術

や絵画の説明には不十分な点があることも看過できない。W.M.タクストンは、上記著書を出

版する前に、 WT.w.レンツ・ G.D.ロウリー著『ティームールとその王者的ヴィション:15世紀

のベルシア芸術と文化』の補遺に「上申の書jの全文の英訳を掲載している10)。

『ティームールとその王者的ヴィシヨン』は、ティームール朝美術全体を包括する画期的な

専門書であるが、ティームール朝パーイスングル時代の工房の動向や書画・工芸の作業工程の

一端を明らかにしている「上申の書」が、テイ一ム一ル朝美術史研究の重要な資料でで、あること

を示している11川1)

本小論は、上記先行研究を踏まえた上での、下記のような新たな研究課題への試論と今後の

課題の提唱である;1)日本語への翻訳において、上記先行研究において解釈が保留されてい

た幾つかの用語に関する解釈 2) I上申の書」に記された宮廷工房の作業過程から導き出さ

れるイスラーム美術の特質 3 )白羊朝ヤアクープ・ベクによって編纂された2冊のサライ・

アルバム (H.2153とH.2160、作品総数2158点)の中での「上申の書」の位置づけ。

なお本研究課題では、書家・画家の特定や写本や製作品の同定には立ち入らない。

ペルシア語テクスト(活字版)作成と、ベルシア語解釈などに関して、筆者が代表する科研

費研究の共同研究者である関喜房氏から多大な助言を得た。ここに感謝の辞を表示したい。

1. r上申の書J概要

本小論の「上申の書」は、序で述べたように、

白羊朝の支配者ヤアクーブ・ベクが編纂を命じた

と考えられている詩画帳H.2153の98フォリオaに3

点の絵画と共に貼られている。(図l、2)I上申

の書」の紙のサイズは縦46cm、横13.5cm、紙は白、

ペルシア語で書体はナスタァリーク、文字のサイ

ズはケターパトである。文面は序文、絵画・工芸、

王の建造物、テントの4部から構成され、本文は

3段落である。絵画・工芸の部分にはタイトルは

無いが、序文、王の建造物とテントの部分には、

タイトルが記されている。

筆者名の記載は無いが、ジャアファル・パーイ

ソンゴリーが1420年以降にパーイソンゴルの図書

館長の職務にあったこと、「上申の書」で報告され

ている作品の製作年代が彼の職務期に相当するこ

となどから、この「上申の書」がジャアファル・

パーイソンゴリーによってパーイソンゴルに献上

された報告書であることは、ほほ間違いないとされ 図1 H.2153のフォリオ98a全頁
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ている l2)。 しかしこの「上申の書」がパーイソンゴルに

献上されたものと同一であるかどうかは不明で、ある。本

「上申の書」は、献上した原本の写しである可能性も高い。

今後の課題として、当時の文書の形式などとの比較研究が

必要である。 H.2153の詩画帳には、献上者も内容も異にす

る上申書が、本件以外に3点あり、後に述べるようにそれ

らとの比較研究も今後の課題である。

また本「上申の書」が、ジャアファル・パーイソンゴリー

の直筆であるか否かに関して、 M.K.オゼルギンは、ジャア

ファル・パーイソンゴリーの他の直筆の作品と比べて、こ

の「上申の書」が彼自身の手になるものと断定しているω。

筆者が代表を務めるサライ・アルバム研究会がトプカ

プ宮殿美術館で、行った調査において、ペルシア語文書を担

当した関喜房氏によれば、 H.2153とH.2160の2冊の詩画帳

において、ジャアファルの書は「上申の書」以外に20点が

数えられる l4)。

「上申の書」には、筆写年代は記されていない。 M.K.オ

ゼルギンは、「上申の書J(A)の1)に記されている『菩

蔽園』と 6)の『論文集Jが完成間近かであること、及び
序文に断食に関する記述があることから、「上申の書」の

執筆時期を H.830年の断食月 (1427年 6 月 26 日 ~7 月 25 日)

としている l5)。しかし上記2冊の奥書の年代は書家による

筆写の終了した年代であり、必ずしも写本製作の完成時

とは一致しないので、「上申の書Jの執筆時期を奥書の年
代と断定することは出来ない。しかし「上申の書」の献

図2 H.2153フォリオ98aの

部分「上申の書J

上は、 1434年のパーイスングルの死去後とは考えにくいし、また製作過程にある作品がパーイ

スングル時代の代表作を含むことを考慮すれば、その執筆時期は1420年代後半と考えられよう。

11. r上申の書J原文テクストの活字版

この原文テクストの活字版の作成は関喜房氏による。本活字版は、原文の形式に従っている

が、算用数字はIII.における和訳と、解説・用語説明のために便宜上付けられたものである。

活字版注

ケターパトの大きさを持ってナスタァリーク体で書かれたこの上申書におけるべルシア語の正

書法は、幾つかの特徴を有しているので、それらを本稿での扱いとともに以下に記す。
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1 - ~ (g訂)の文字は、原文ではすべて ...s (k訂)で書かれているが、本稿の活字版
では 」 で写した。

2ー を (che)の文字は、時に e:: (jim)で書かれているが、本稿では を で記した。

3- 多くの単語において、点 (nuqtah)が打たれていない文字が見られるが、本稿では

オゼルギン版やタクストン版、アフシヤール版を参照しつつ明らかな限り、すべて、点を

補足して印字した。ただし、今日まで意味があいまいなままになっている装丁や建造物に

関する技術用語については写本に書かれているままに写した。

111. r上申の書J:和訳と用語解説

原文は、以下の4部から成っている;序文(タイトル有り)、書画・工芸部門(原文と活字

版にタイトルは無いが、訳文においては (A) とした。)王の建造物(タイトル有り、訳文で

は (B) とした。)、テント(タイトル有り、訳文では(C) とした。)和訳は原文の順序に従い、

原文にはないが各部の中の項目ごとに)カッコで番号を付した。また訳文の中の[]カッコ

は筆者が、説明や用語解釈のために入れたもので、原文と活字版にはない。
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上申の書[1J
(序文)[2 ] 

王の筆写の館[3 ]の卑しき僕達とそれに付き添う者たちからの(上申の書)。

彼らの目は、王の栗毛の馬の蹄から(立ち上る)挨を待ち焦がれる。“あたかも断食する者の

耳が、神は偉大なり..[4 ]の呼びかけの声を待つように。喜びと歓喜の極まりから“ああ有

難い、有難い、アッラーが一切の悲しみを取り除いて下さった。まことに、われらの主はなん

でもよく赦してく下さるお方。(こちらのした善事には)すぐ感激してくださるお方。 crコー
ラン.]35章一34節)16).. という叫びが天の最高峰に達するように。

[ 1 ]上申書='arzah-dasht は、献上される報告書を意味するが、それに続く序文とも解釈

できる文面とともにタイトルとなっている。

[ 2 ]序文という題目は無いが、内容からこの報告書の序文に相当すると考えられる。

[ 3 ] kutubkhanah-i humayun :王の図書館を意味するが、イスラーム世界での宮廷図書

館は、写本製作や諸工芸・建築・建築装飾などの工房も兼ね備えた施設であることが

多い。なおここでは、 humayunC王の)と読んでいるが、 maymun 吉兆の)と読む

ことも可能で、ある。W.M.タクストン、I.アフシヤールはhumayunと読み、 M.K.オゼ

ルギン、 Aパールサーイー・ゴドゥスは後者の読みを取っている 17)。

[4] Sa‘diのガザルの半行からの引用18)。

(A) (書画・工芸)

1)アミール・ハリール[5 ]は、『蓄蔽園.] (ゴレスターン)[6 ]の二つの海の場面の波水

を完了したので、彩色に携わることになるであろう。

[ 5 ]アミール・ハリール(AmIrKl凶il):パーイソンゴルの宮廷画家として著名。ドゥー

スト・モハンマド (DustM吐mmmad)が1544年に記した書家・画家列伝において、

アミール・ハリールがパーイソンゴルに非常に気に入られていたこと、彼の宮廷工房

で具象絵画(タスヴィール)と装飾(タズイーン)に従事していたことを述べている19)。

[ 6 ] r菩蔽園.](G叫ist加):著者サアデイー (Sa'di)によって1258年に完成したこの作品
はベルシア文学作品として著名で多くの写本が製作された。 M.K.オゼルギンはこの

『蕃蔽閏』が、現在チェスター・ピーティー図書館の所蔵する登録番号MS1l9の写本

と考えている。その論拠は、この写本がH.830年(1426-27年)ジャアファル・タブリ

ーズィーによって筆写を終えられていること、 8点の挿絵の中に海の描写が含まれて

いることなどである却 oW.M.タクストンは、「上申の書」に記録されている他の作品

に比べて数年早いとしながらも、上記チェスター・ピーティー図書館の『普夜園』で

ある可能性も指摘している 21)

2 )モウラーナー・アリー[7]は、「上申の書」が書かれた日、『王書.] (シャー・ナーメ)[8 ] 

のディーパーチェ(巻頭見聞き頁) [9 ]の下絵[lOJに携わっていた。この数日、彼の
目は痛みを感じている。
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[7 ]モウラーナー・アリー (Mawl担a'Ali) パーイソンゴルの宮廷図書館工房の画家。

W.M.タクストンは、ドゥースト・モハンマド著「書家・画家列伝」でパーイソンゴ

ルの代表的画家として挙げられているハージェ・アリー(阻lW剣山‘Ali)がこのモウ

ラーナー・アリーと同一人物である可能性を指摘している22)。ドゥースト・モハンマ

ドはハージェ・アリーに具象絵画師を意味するモサッヴェル (musavv廿)というタイ

トルを与えている幻)。

[8] r王書Jl(Shah・n釘nah):フェルドウスィー (Firdawsi)(935?・1020年?)によって著
されたイランの英雄叙事詩で、イラン文学として人気を博し非常に多くの写本が製作

され、現存するものも多い。「上申の書」においては、 2)、5)、10)、13)、22)の

5箇所に『王書』の書名が見られる。本文の『王書』の写本に関しW.M.タクストン

は言及していないが、 M.K.オゼルギンは、 H.831年 (1427-28年)に完成し、パーイソ

ンゴル・ミールザーも自ら製作に係わったと言われているテヘランの個人蔵の作品で

ある可能性を指摘している加。

[9 ]デイーパーチェ (dめachah):ここでは、写本の巻頭の見聞き頁、巻頭の装飾部分。

通常、金色と紺色が主色の豪華で繊細な文様絵画から構成される。 M.K.オゼルギン

は‘デイーパーフ=豪華に装飾された'を語源に解し、写本の巻頭に述べられる讃辞

に満ちたきらびやかな語句から構成される序文を表す語としても使用されるようにな

ったとしている加。例えば本論でしばしば引用するドゥースト・モハンマドの「書家・

画家列伝」は、サファヴィ一朝第2代シャー・タフマースプの弟パフラーム・ミール

ザー (1517・49年)の宮廷工房で製作された詩画帳(モラッカア)のデイーパーチェ(巻

頭序文)として描かれたもので、過去の書家・画家の列伝を列挙し長文となっているが、

パフラーム・ミールザ一の宮廷工房の正統性を讃美する意図があったと考えられる。

口0]タルフ (tarh):写本装飾用語として以下のような数種類の意味を有する:a)具象

絵画や文様絵画の構成b)下絵c)料紙装飾。本文では、デイーパーチェ(巻頭装飾部)

のタルフであるので、文様絵画の下絵である可能性が高いと考えられる。画家が目を

傷めるほど精綾な文様絵画で、あったことが想像できる。

3)ハージェ・ギヤーソッディーン [ll]は、『論文集.1(ラサーイル)[12]の二つの場面を

完成させた。そしてもう一つの場面も完成に近い。そして今は、『蓄積園J[13]のなかで

承認されなかった建物の場面に携わっている。

口1]ハージェ・ギヤーソッディーン(阻lwajahGhiyath al-Din) :具象絵画家。ティーム

ール朝から中国へ送られた諸使節団の中で、パーイソングルが派遣したソルターン・

アフマドに同行した画家ハージェ・ギヤーソッデイーンである可能性が高い。彼は

1419年にヘラートを出発、 1422年へラートに戻り、使節団の記録を執筆した加。

日2]r論文集J(Rasayil) と題する写本は「上申の書」の4箇所(3 )、 6)、8)、9)) 
に現われる。この内、 6) と9)は、後述するとおり、死去したハージェのものであ

るので同ーの『ラサーイル』であることが分かるが、 3) と8)に関しての著者は不

明である。
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口3Jr蓄被園J これは 1)の[6 Jで説明したものと同一で、ある可能性が高い。

4)モウラーナー・シェハーブ[l4Jは、巻頭装飾、 4つの長方形装飾(ロウフ) [l5J、巻頭

装飾の矢飾り部分口6Jの図柄日7Jに金彩を置いていた。巻頭装飾の中央の太陽文飾り

日8Jの8つの区割り部を描いて、輪郭取り[l9J をした。そして今、「蕃穣園j[20Jの

建物のもう Iつの場面に携わっている。

口4Jモウラーナー・シェハーブ (MawlおlaShihab) :文様絵師。『蓄積園』の建物そのも

のを描いていれば具象画家でもある。

日5J長方形装飾(ロウフ)(Iawh) :写本の頁の中の区画割の形式の lつで、長方形の枠

組の中は文様絵画や書で充填される。写本以外の造形分野でも、長方形の枠組一般を

ロウフという。現在ではキャティーベとも言われる。

口6J巻頭装飾の矢飾り部分(ショラフェ・ディーパーチェ) (shuraf-i dibachah) :巻頭

頁の上部の装飾(デイーパーチェ)の上部に施される矢形の文様部分。

[l7J図柄($uratgari)原文ではスーラトギャリーという用語である。スーラトギ、ヤリー

は、一般的に具象的絵画を表すが、巻頭装飾は通常文様モチーフのみで構成されるの

で、なぜ、スーラトギャリーという用語が使用されたのか不明で、ある。しかし15世紀後

半の作仔U27)には長方形装飾(ロウフ)に小さな鳥などが描かれることもあるので、そ

のような具象的モチーフが含まれていた可能性も否定できないので、和訳では図柄と

した。

口8J太陽文様 (shamsah) シャムセ(太陽)といわれるモチーフで、円文または楕円文

の形態を取るが、中心から放射状に伸びる多弁型装飾(ナアル)から構成されること

が多い。なお楕円文の場合はトランジュといわれることもある。

日9J輪郭取り (t油rir):イスラームの文様絵画は着色や金彩が置かれた後、きわめて細

い墨線で輪郭が描かれる。具象絵画でも通常は着色後に輪郭線が取られる。ただし“描

く.¥“書く"という意味でも用いられる。

[20J r蓄積園j: 1)、 3)に同じ作品である可能性が高い。

5 )モウラーナー・ガヴァーモッデイーン [21]は、『王書j[22Jの表紙の上の縁飾り部分 [23J

のイスリーミー文 [24Jを完成させ、表表紙と裏表紙が貼り合わされ [25J、ほほ3分の l

が地紋で充填された。さらに小口カバー [26J も貼り合わされた、そして空押し [27Jが

施された。

[21]モウラーナー・ガヴァーモツデイーン (MawlanaQiwam al-din) 装丁師。ドゥース

ト・モハンマドの「書家画家列伝」では、パーイソンゴルによってタブリーズから招

聴された装丁師として挙げられているお)。

[22J r王書j:この作品が2)と同ーの作品であるかに関して、 M.K.オゼルギンもW.M.タ
クストンも言及していない、しかし 2)に記されている『王書Jは、パーイソンゴル
工房の代表作であり、大部で、きわめて念入りに製作された作品であることを考慮す
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ると、当時工房で複数の『王書Jが同時に作成されていたとは考えられにくく、 2) 
および10)に述べられている『王書Jと同一作品の可能性が高い。

[23]縁飾り部分 (hashiyah):表紙の上下左右の帯状の飾り部分

[24]エスリーミー文 (islimi):イスラーム世界の主要文様は7種あるとされているがエ

スリーミ一文はその中で筆頭に上げられる基本文様で、様式化した葉(半パルメット

文)と蔓からなどから構成され、非常に多くのヴァリエーションがある。トルコでは

ルーミ一文と言われる。

[25]表紙(jild):写本を構成する部分の主要部。イスラーム世界の写本の表紙は、表・裏・

小口カバーから成り立つ却)。

[26]小口カバー:前小口を保護する“首"(gardan)と五角形をなす表表紙の左側を覆う

“頭"(sar)の部分。

[27]空押し:表紙の金箔装飾のために、はじめに熱したコテ仕様の金属の型で型押しし、

文様の目印(切riq，道の意)を付ける、すなわち空押しをする作業。

6)モウラーナー・シャムス [28]には、故ハージ、ェ [29]の直筆の『論文集j[30]の筆写 [31]

の内、 lつの部分(ジュズ)[32]が残された。

[28]モウラーナー・シャムス (MawlanaShams) :書家。K.M.オゼルギン、w.タクスト

ンともに、この書家がシャムス・パーイソンゴリーとして知られていたシャムソツデ

イーン・モハムマド・イブン・ホサーム (Shamsal-din Muhammad b. Husam Harawi) 

である可能性が高いことを指摘している刻。

[29]ハージェ (khwajah): M.K.Oz巴rgmはこの尊称だけで表記された人物が誰であるか

不明としている 3])0 W.M.タクストンは、ヘラートで能書家として著名で、あったアブド

ツラー・サイラフイー (AbdAll油Sayra釘)の可能性を指摘すると共に、アルグーン・

カーメリー(Argh白lK白川H)やモノfーラクシャー・ザツリーンガラム (Mubaraksh泊

Zarrinqalam)もハージェとして知られていたことを挙げている32)。

[30] r論文集J・K.M.オゼルギンは、この『論文集』が830年(1426・27年)にシャムス・
パーイソンゴリーが筆写した『選集j( Anthology) ( B.ベレンソン・コレクション)

である可能性も指摘しているお oW.Mタクストンは、この『論文集』が、上記のベ

レンソン・コレクションのものと同系であるとしながらも、シャムス・パーイソンゴ

リーが、 831年 (1427-28年)に筆写したハージュー・ケルマーニーの『ホマーイとホ

マーユーンj(ウィーン国立図書館蔵)の一部である可能性を指摘している34)。

[31]筆写 (naqI):写本を筆写すること。

[32]部分(ジュズ、):ここでは写本を構成する頁の折丁。

7)マフムード [33]は、ハージュー [34]の『詩集j[35]の10の長方形装飾(ロウフ)の

うち、 7つの長方形装飾の地紋 [36]を完成し、残りのものに携わっている。

[33]マフムード (Mallmud):文様絵師。文面からは、長方形装飾の地紋を描いたと考え
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られる。

[34]ハージ、ユー(油waju): W.M.タクストンは、このハージ、ユーと作品の『詩集Jに言

及していないが、M.K.Ozerg加は、作品名との関連からこのハージューが、ハージュー・

ケルマーニー(KhwajuKirm加i)の号で知られている詩人アボルアター・キャマー

ロッデイーン・マフムード・ケルマーニー (Abu叫-'AtaK釘n剖al-dinMahmud al-

阻rm加ー)(1290・1352年)であることを指摘しているが、この写本が現存するか否か

は不明としているお)。

[35] r詩集.!:デイーヴァーンといわれるイスラーム文学の詩集。主にガザルやガスィー
デを集めたもの。

[36]地紋 (b白n):ブームは、地を意味するので、長方形装飾では文様絵画によって充填

された地紋と解釈した。当時の長方形装飾での一般的に施された地紋は蔓草文様(エ

スリーミー)、渦巻き型蔓草文様などである。地紋には文字が含まれることも多い。

8)ハージー・マフムード [37]は、表面が(厚紙で)埋められて [38]、その上に(文様が)

描かれた [39]ところの『論文集J[40]の表紙 [41]の仕上げに取り掛かっている。

[37]ハージー・マフムード(I:IajiM吐unud):装丁師。イスラーム世界の写本の製作に係

る工人は以下のように分類できる;①頁の枠組みを構成し、線をヲ|く枠組み師(ジヤ

ドヴァルキャシュ) ②本文を筆写する書家(ハッタート) ③装飾の文様を描く文様

絵師(モザッヘプ) ④挿絵を描く具象絵師(モサッヴエJレ、スーラトギヤル、ナツ

カーシュ、ラッサームなどお1) ⑤製本と表紙装飾を施す装丁師(モジ、ヤツレド)371 

[38]表面が(厚紙で)埋められて (matn-iru b白n):表紙の革を割り抜いて、そこに厚

紙をはめ込み、文様を施し、上からワニスを塗る表紙の製法工程。

[39]描かれた (t叫凶rshudah) :タフリール(tal凶r)は、 4)の19)では輪郭取りとい

う絵画技法として使用されたが、ここでは拍かれた' という意味。

[40] r論文集.]:この『論文集』は、 3)の『論文集』と同一である可能性が高い。「上申
の書」において『論文集』は4回の記載を見るが(3 )、 6)、8)、9)、6)と 9)

は故ハージェの同一本であり、次の9)はやはり表紙の工程を明らかにしているので、

この8) と岡本とは考え難い。

[41]表紙(jild): j闘は製本、表紙、表紙装飾なども含む。本文では表紙をさす。 5)の

[25]を参照。

9 )ハージェ・マフムード [42]は、ハージェの『論文集.][43]を筆写した写本の表紙の表

表紙と裏表紙 [44]を完成させ、今小口カバー [45]を製作している。

[42]ハージ、ェ・マフムード(KhwajahM成町lud):装丁師

[43] r論文集J:ハージ、エの『論文集』が筆写された写本。 6)と同一本と考えられる。
[44]表表紙と裏表紙 (poshtva ru) :イスラーム世界の写本の表紙は、表表紙と裏表紙を

別々に作り、背の部分で両方を貼り合わせるのが習慣である。
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[45]小口カバー (s釘(頭)va g訂dan(首)):イスラームの写本の表紙の部分は表表紙と

裏表紙、前小口を保護する小口カバーから成り立つ。

10)ハージ、エ・アターイ [46]・ジャドヴァルキャシュ(枠組み師)[47]は、モウラーナー・

サアドッデイーンの歴史書 [48]とハージューの『詩集.1[49]を終え、『王書.1[50]に

取り組んでいる。

[46]ハージェ・アターイ(誼lwajahAtay) :枠組み師

[47]枠組み師:枠組みは、写本製作の重要な工程である。頁の本文部に大枠が引かれ、

次に本文部を区分けする枠組み、装飾文様、挿絵などの部分の枠組みが、引かれる。

枠組みの線は、墨(黒)、や金が基色であるが、朱、青、緑などの線が複数並行して

引かれることも多い。頁の枠組みは写本に特色を与えるので、写本製作では重要な独

立した分野であり、枠組み師という専門の工人職が存在した。

[48]モウラーナー・サアドッデイーンの歴史書:W.M.タクストンはこの歴史書が、サア

ドッデイーン・マシユハデイー (Sa‘dal-Din Mashlladi)が、 H.834年に筆写したジ‘ユ

ワイニー (Juvayni)著『世界征服者の歴史 (Tarikh-iJ油危19ushay.l(サンクト・ペ

テルスプルグの PublichnayaBiblioteka PNS 233)である可能性が高いことを指摘して

いる羽)。

[49]ハージューの『詩集.1: 1つの工房で、ハージューという尊称だけで表現される著者

の同一作品が同時に複数製作されたとは考えにくいので7)の [34]の作品と同一作

品であると考えられる。

[50] r王書J(シャー・ナーメ): 2)の [8]、5)の [22]を参照。

11)モウラーナー・ゴトウプ [51]は、タパリーの歴史 [52]の2つの部分を書き上げた。

[5日モウラーナー・ゴトウブ (MawlanaQutb) :書家。W.M.タクストンは、この書家を、

ゴトウブツデイーン・イプン・ハサンシャー-ケルマーニー (Qutbal-d加 b.

Hasanshah阻rm加i)としている泊)。

[52] rタパリーの歴史j: W.M. Thachstonは、本文のこの歴史書が、タパリー (839司923)
のパルアミーによるペルシア語訳とし側、サンクト・ペテルスブルグ在 Publichnaya

Bibliotekaが所蔵するpns.49であることを指摘している41)。

12)ハージェ・アター [53]は、『蓄積園.1[54]のジュズ(複数)を完成させた。

モウラーナー・サアドツデイーンが筆写した歴史書 [55]の3つの長方形装飾(ロウフ)

のうち2つの地紋を終え、完成に没頭している。

[53]ハージ、エ・アター(阻lwajahAta) :ジ、ユズを完成させたという文面から、アターが

書家である可能性が高い。地紋 (b白n)は、長方形装飾を埋め尽くす地紋の総称と考

えられる。イスラームの写本装飾の長方形装飾では、地紋は文様と文字から成り立つ

-78一龍谷紀要第30巻 (2009)第2号



ており、画家が行うのは文様の部分で、書家が担当するのは文字の部分である。アタ

ーは地紋の文字の部分を担当したと考えられる。

[54] r蕃蔽園j:この写本は1)に記されている『蓄積園』と同ーのものである可能性が
高い。1)の『蓄積圏』は、パーイソンゴルの工房の代表作品の一つで同時期に他の

『蓄積園』の写本が製作されていたとは考えにくい。

[55]モウラーナー・サアドッデイーンが筆写した歴史書:10)の [48]に同ーの歴史書

と考えられる。

13)モウラーナー・モハンマド・モタッハル [56]は、『王書j[57]の25，000ベイトを写し終

えた。

[56]モウラーナー・モハンマド・モタッハル (Mawl加aM叶larmnadMutahhar) : :書家。

Mawl加aM吐larmnadMutahhar Nishapuriとして知られている書家で、同時期にあた

る833年にネザーミーの『五部作J(ハムセ)の筆写を完了させている。

[57] r王書J: W.M.タクストンは、この『王書』が、モハンマド・イブン・モタッハルが
H.833年 (1429-30年)に筆写した『王書.1(テヘラン、 MalikLibrary)である可能性が

高いとしている4210 閑喜房氏は、マレク図書館が所蔵するこの『王書』は[白56剖]で述

ベたネザ一ミ一の『五部作』と合本になつていることを指摘している4ω3剖)

また書家モハンマド.モ夕ツハルの f王書』の書の品等に関して、メフデイー・パ

ヤーニーは自身の著作のなかで、「中級」としている叫。

14)ハージェ・アブドル・ラヒーム [58]は、装丁師 [59]、文様絵師 [60]、テント縫製師 [61]、

タイルモザイク師 [62]たちの下絵 [63]に従事している。

[58]ハージェ・アブドル・ラヒーム(Khwaj油‘Abdal-R油加):絵師。装丁師、文様絵師、

テント縫製師、タイル・モザイク師など様々な技術の工人のための絵画(タルフ)を

描いていたと記されているので、文様の下絵を担当していた可能性が高い。

[59]装丁師 (m吋allid):写本の表紙製作の全工程に係る工人の総称。

[60]文様絵師 (mudhahhib):文様絵画 (tadl削b)を専門とする画家。文様絵画(タズ

ヒープ)は「金をおくJというアラビア語から派生している。イスラームの教義が主

張する偶像崇拝禁止や生物描写の回避に基づき、『コーラン』の装飾のために非象徴

的で、無機的な文様絵画が選ばれたが、初期には金色で描かれたので、タズヒープと

いう名称が付けられたと考えられている。やがて文様絵画は一般的な写本の装飾にも

盛んに用いられ、色彩も紺(ラピスラズリー)、白、赤、緑など濃彩が加わった。文

様絵師(モザッヘブ)はタズヒープから派生した語で、文様絵師の総称。

[61]テント縫製師(凶aymah・duz):支配者層の人々が使用するテントの製作や縫製に携

わった工人。

[62]タイル・モザイク師 (kashi-tarash):タイル・モザイクのために下絵に合わせてタ

イルを削る工人。当時は建築装飾に精綾な文様絵画のタイル・モザイクを施すことが
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流行していた。タイルの焼成など窯業に係る工人は陶工 (kashigar)と言われた。

[63]下絵 (tarh):ここでは様々な工芸分野のための下絵と解釈できる。 2)日0]参照

15)モウラーナー・サアドッデイーン [64]は、ビ、ギュム [65]の小箱の蓋を終えた。その側

面の lつを磨き上げた。残された蓋の面は、あと15日間で終る予定である O

[64]モウラーナー・サアドドッデイーン (Mawl加aSa'd al-din) 木工師。

[65]ビ、ギユム (big也n)またはベギイム (begim):トルコ系民族では、身分の高い人物

の夫人の尊称。しかしどの夫人をさしているかは不明4ヘ

16)モウラーナー・シャムス [66]は、 lつのキャシュティー [67]を完成させた。そしてハ

ージ、ューの『詩集j[68]のlつの長方形装飾(の中の文字)を書いた。

[66]モウラーナー・シャムス (MawlanaShams) :書家。この人物に関しては二通りの解

釈が出来る。長方形装飾の中の文字の部分を担当したと考えれば書家であり、文様を

担当したとすれば文様絵師である。しかし次の [67]で述べるようにキャシュティー

がサフィーネやジョングと呼ばれる詩文集に同義であることが判明したので、本文中

のモウラーナー・シャムスは書家であり、ハージューの作品を担当していることも考

慮にいれると 6)のモウラーナー・シャムスと同人物の可能性が高い。

[67]キャシュティー (kashU):船を意味するが、内陸部のヘラートで船が建造されるな

どとは考え難く、これまで何を意味するか不明であるとされていた。 M.K.Ozerginは、

読み方によって、①船あるいはそれに似た形状の杯や盆、②戦争・レスリング場面、

③皮のベルトなどの意味に解釈できるが、 17)でキャシュティーが金泥装飾で描かれ

る点を指摘しながら、上記3つのいずれにも当てはまらないとしている4610 W.M.タ

クストンは、不明な用語としながらも、 M.チャンドラの著書においてキャシュティ

ーが渦巻き草花文を表していることに言及している471。関喜房氏は、イランでは、複

数の詩人の詩や散文が集められた冊子の呼称にアラビア語のサフイーネ (safinah)

や中国語起源のジョング(jung)があてられ、いずれも船を意味するが、この上申書

では、ベルシア語で船を意味するキャシュティーという語が使用されていると指摘し

ている制。キャシュティーの解釈に関しては、サライ・アルバムの調査・研究の過程

において筆者は関氏と意見を交換してきたが、関氏の書誌学的考察と多くの例証から

導き出された結果は極めて理論的であり、本論においてもこの解釈を取りたい。「上

申の書Jにおいて、キャシュティーは3箇所(16)、17)18))に現れるが、 17)で説
明するように、その金泥による装飾手法を考えても詩文集と解釈するのが妥当で、ある。

[68]ハージューの『詩集j:工房で、ハージ、ユーの『詩集』が2組同時に製作されている

ことは考え難く、7)と同一作品の可能性が高い。

17) 2つのキャシュティー [69]に、ハージー [70]とハターイ [71]が金泥画(ハツル・カ

ーリー)[72]を施した。
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[69Jキャシュティー 16)の [67Jで述べたように、複数の詩人の作品を集めた詩文集

と角平手尺できる。

[70Jハージー (H胡):文様絵師。ハージーは巡礼に行った者に与えられる尊称で、本文

では名前は記されていない。

[7日ハターイ(阻latay):文様絵師。本文ではハージーと同様に名前は記されていない。

[72J金泥画 (Hall-kari):金箔を溶かして作った金泥で描く文様絵画。文様絵画は通常輪

郭取りが施されるが、ハッル・カーリーは通常輪郭取りが施されない。しかし輪郭取

りが施されるものもあり、それは特にタシュイールと言う 49)。 写本の金泥画は、料

紙に施される場合と、頁の外枠に施される場合がある。本文の金泥画が、どちらに相

当するかは不明である。

18)もう lつのキャシュティーは、アブドッサラーム [73Jによって、完成閉じかのところま

で来ている。

[73Jアブドッサラーム(‘Abdal-Salam) 書家。

19)画家達 [74Jは全部で75名。立派な [75Jテント(ハルガー)[76Jの彩色 [77Jに携わ

っている。

[74J画家 (naqqash):ナッカーシュはここでは、具象絵画と文様絵画問わず、絵の製作

に係る画家の総称として用いられていると考えられる。

[75J W.M.タクストンは、原文のkhub(良い)をchub(木)と読んでいる則。 C)で明ら

かなようにテントの装飾には絵画が描かれていたので、多数の画家がテント装飾に携

わっていた可能性は高い。

[76Jテント(地argah):テント O 骨組みは木材、覆いには布やフェルトなどを使用。支

配者が使用するテントには、豪華な刺繍、アプリケ、絵画装飾などが施された。

[77J彩色:染料の混合.(rangamiz)と ‘洗うような.(shustm加)で彩色と理解できる。

20)オスタード・セイフオツデイーン(師匠)[78Jは、病気が回復した。

[78Jオスタード・セイフオツディーン (UstadSayf al-din) :オスタード(師匠)という

敬称で呼称されていた人物。

21)ミール・ドウラトヤール [79Jの鞍 [80Jのための図案 [8日があった。ハージェ・ミー

ル・ハサン [82Jが転写した。ハージェ・ミール・ハサンの息子のミール・シャムソッデ

イーン [83Jとオスタード・ドウラト・ハージェ [84Jは、螺銅の細工 [85Jに没頭して

いる。

[79Jミール・ドウラトヤール (MirDawlatyar)・画家。
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[80J鞍 (zin):鞍は当時重要な品目の lつで、鞍の装飾にも工夫が凝らされた。鞍本体

のほか障泥なども含まれると考えられる。

[81]図案 (tarh):この場合の tarhは、鞍の図案の下絵。

[82Jハージェ・ミール・ハサン(KhwえjahMir I:Iasan) おそらく木工または螺銅師。

[83J ミール・シャムソッデイーン (MirShams al-din) 螺銅師。

[84Jオスタード・ドウラト・ハージェ (UstadDawlat Khwえjah):螺銅師の師匠。

[85J螺銅の細工(sadaf -tarashr)・員などを下絵に合わせて削り、板に醍める螺鋼細工。

22)卑しき僕、最も価値無き取るに足らぬ者 [86Jは、『王書j[87Jの写本の3部半をを終え

た。『魂の歓びJ(ノズ、ハトルアルヴァーフ)[88Jの写本に着手した。

[86J卑しき僕、最も価値無き取るに足らぬ者:I上申の書」の執筆者と考えられているジ

ヤアファル・パーイソンゴリーをさす。

[87J r王書j: M.K.オゼルギンはこの『王書』が前出の2)、 5)、 10，13)とは別の写本
であり、ゴレスターン宮殿図書館蔵、 H.833年にジャアファルが筆写をへラートで完

了した『王書』であることを述べている51) W.M.タクストンも同様の主張である問。

[88J r魂の歓びj(Nuzhat al-arw泊ノズノ、トル・アルヴァーフ):アミール・サーダート(AmIr
Sadat)、ホセイン・サーダート(I:Iusayn-iSadat)、ミール・ファフロッサーダート (Mir

Fakhr al-Sadat)などの号で知られた神秘主義者および詩人のロクノッデイーン・ホ

セイン・イブン・アーレモルホセイニー (Ruknal-din I:Iusayn b. 'Alim al-Husaynr) (1272-

1329?年)の著作。 M.K.オゼルギンは、本文中の作品の所在は不明としている問。

23)祈りを捧げるので、手短に終えよう。祈りより良いものを行うことができょうか。

国が永続するように。モハンマドと一族のために。

(8)王の建築物

アッラーが、その柱を終末の日まで堅持するように

1)宮殿[1 J (において)は、石を切る作業[2 Jが終わった。タイルを削る作業[3 Jの内、

銘文[4 J部分と、壁頂部[5 Jの作業が続いている。通路[6 Jの敷石が完成した。絵

画の館[7 Jの歯状飾り [8Jがはめ込められ、突き出たバルコニー[9 Jが付けられた。

[lJ宮殿 (dargah):宮廷高官の館、宮廷の前の中庭、大門などを意味する。本文では
宮殿としたが中庭とも解釈できる。

[2J石を彫る作業(sang-tarashr)・一般的に石を切る、彫る作業である。本文では建築

装としての浮き彫りや透かυ形り、あるいは石材の調整などのいずれにも解釈が可能
である。

[ 3 Jタイルを削る作業(kashi-tarashO 当時はタイル・モザイクが建築装飾として主流
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をなしていたので、ここでは焼成されたタイルを図柄に合わせて切る作業と考えられる。

[4 ]銘文 (kitabah):建造物の建設由来を記述した部分で、通常建築表面に準じた素材

で書かれる。

[ 5 ]壁頂部 (kungurah):建造物の最上部。建物の最上部の装飾的壁面、装飾的小塔など。

本文では前者と解釈した。 [96] も参照。

[ 6 ]通路 (mamarr) 建物の中における通路、橋などを意味する。

[ 7 ]絵画の館(suratkhanah) 絵画が描かれた、あるいは絵が掛けられた絵画の問。

[ 8]歯状飾り (dand加):建造物の壁の上部などに付けられた歯状の飾り。

[ 9 ]バルコニー (mukhar司ah):建造物に取り付けられる出っ張った部分やバルコニー。

2 )旧宮城(において)は、ドーム、 ドームの裾の部分とモカルナス日0]の下部まで文様絵

画口1]が施され、東側の柱が建て替えられた。

日0]モカルナス (muqarnas) 壁や支柱の隅の天井部などに生じる局面を埋める鍾乳型

装飾。

[ll]文様絵画 (naqqashi)写本を飾る文様絵画はタズヒーブと言われるが、それらが拡

大されて、建築や工芸の装飾に用いられた文様絵画はナッカーシーと言われる。

3 )画家たち日2]の為に建てられた図書館[13]が完成した。画家と書家[14]たちが移った。

口2]画家 (naqqash) ナッカーシュは、文様絵師や具象絵師などを含む画家の総称。。

[13]図書館 (kutubkhanah):支配者階級の図書館は、単に蔵書を納める場所だけでなく、

写本、装丁、工芸、建築装飾などあらゆる創作の工房が付属していることが多かった。

[14]書家 (katib):能書家だけでなく文書の作成などを行う書記なども含めた書家の総称。

4 )石彫師たちは、池の仕事に没頭している。

5 )新しい庭園において、 6層と申し付けられた壁は、ある部分は4層、ある部分は3層にな

り、作業が続いている。エイヴァーン[l5Jと通路(ダーラーン)[16Jが建てられ、エ

イヴアーンの前の最重要な橋[17]が下ごしらえされ、設置されるであろう。?

[15Jエイヴァーン (ayw加):大アーチ型開口部のある大広間

口6]ダーラーン (dalan):通路。

[17]シャー・ポル (shahpul) :大きな橋、欄干。

6)広場の庭園(において)は、キブラの壁が3層になった。石の館の作業を終えたタイルモ

ザイク師たちは、前述の庭園の腰壁[l8Jに従事するであろう。

[l8J腰壁 (izarah):部屋内外のに設けられる低い腰壁。
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7)鷺小屋口9]の天井の土塗り、床の土と壁塗りが終わった。

日9]鷺小屋 (kulang-kh如ah):コラング (k叫ang)は鶴、鷺などを意味するが、当時の

造形作品には鷺を表したものは多く、当該詩画帳にも鷺を画題とした絵が多く含まれ

ている。鷺が宮廷で飼育されていた可能性も高い。

(C)テント

1)円錐部分[1]の支柄部[2 ]の14部分と、円筒部分[3 ]の7つ、合計21部のうち 6つ

が終わった。

[1]原文では3文字からなる単語であるが、最初に、 be，pe， te， th， nun， yeのいずれかの

文字があてられ、次に (eyn，gheyn， fe， q訂のどれかが書かれ、最後のheの文字のみ

が明らかになっている。しかし、 M.K.オゼルギンは上記のいずれの文字列にも属さ

ない "te"“be"川e の文字列で読み、解釈している。また、W.M.タクストンとI.ア

フシヤールはyaqah(襟)と読んでいる。

[2]支柄部 (t旧luq):テントの屋根にあたる円錐形を構成する部分制。

[ 3 ]円筒部 (bawzah) 木の幹や本体を意味する。テントでは支柄部の下部にあたる円

筒型胴部と考えられる。ただし、原文で、はbawrahと記されている。

2 )そして(補強用の)革の部分が縫われた。

3 )そして線で区切られたパーツ [4]に描かれる太陽文様は合計21で、そのうち 6つが完成

した。

[ 4 ]パーツ (kit‘ah):部分を意味する。

4 )矢飾り(ショラフ)、メフパス文様[5 ]、縁飾り(ハーシエ)が、ほぼlダーング半[6 ] 

縫われた。

[ 5 ]メフパス (mihbas):どのような文様か不明。

[ 6] 1ダーング半 1ダーングは六分のー。

5 )その素材が木綿[7]であり、その文様(の部分が)が光沢のある薄い布[8 ]に描き出

され、その縁に金の房[9 ]が施されるテントの外側の作業は、ほほlダーング半縫われ

ている。(工人達は)完成に向けて勤しんでいる。

[7]亜麻 (mi開討):厚手の粗い亜麻55)。

[ 8]光沢のある薄い布 (sandal-baf):西トルキスタンで織られた光沢があり、薄く、柔

らかな木綿56)。
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[ 9 ]金の房 (zarjiqqah) :原文で1幻~?qqah と書かれているが、 M.K.オゼルギンやW.M. タ

クストン、1.アフシヤールは皆jiqqahと捉えている。

6 )国が安泰であるよう。

IV.サライ・アルバムにおける「上申の書jの意義

筆者が研究しているサライ・アルバムの中の2冊の詩画帳は、イスラーム美術史の研究の対

象となって l世紀を超えながら、依然として不明瞭な点が多い。詩画帳の編纂を命じたのは、

注lで記したように白羊朝君主ヤアクーブ・ベクであるとするz.v.トガンの説がほぼ定説とな
っている。しかし、ヤアクーブ・ベクの死後に書かれた作品も貼られている。例えば、最も新

しい年代の作品として能書家シェイフ・モハンマドの名前が残されたH.917年 (1511年)

H.2153.f.55bがある。また2冊の詩画帳がオスマン帝国に献上された記録はなく、現在のところ、

オスマン帝国スルタン・セリム l世が、 1514年にサファヴィ一朝と戦ったチャルデイラン戦役

で得た戦利品のーっとする説が有力であるが明確な根拠はない。

また2冊の詩画帳の原初の形態も明らかではない。オスマン帝国に所蔵されてからも貴重な

書籍として国庫管理となり、最終的に、アフ事デユル・ハミト 2世(1876-1906年)によって西

洋的な製本がなされた。 H.2153に関しては、その製本の劣化から、各フォリオが、ガラス付き

の額に入れ保存されている。

また2冊の詩画帳に貼られた作品個々の作者、製作地、製作年代に関しでも不明な点が多い。

2冊の詩画帳の作品の総計は2158点を数える。H.2153では、書が680点(内、切り紙による書

44点)、絵画が576点(内、切り紙による絵画41点)、 H.2160では、書が769点(内、切り紙によ

る書2点)、絵画が133点の作品が貼られている。書の作品においては、奥書のあるものもあり、

書家、製作地製作年代が判明している作品もある。しかし絵画においては製作地や製作年代を

判断する手掛かりは皆無で、ある。また画家の署名が残されている作品はあるものの、後世の書

き込みが多い。 2冊の詩画帳の作品の製作地に関しては、イラン、アフガニスタン、中央アジ

アのイスラーム文化圏、製作年代に関しては14世紀後半から16世紀初頭という大雑把な解釈が

されるのみである O

詩画帳では書と絵画が混在して貼られているにも関わらず、これまで書と絵画の関連性はな

いとする意見が大勢をなし、書と絵画の関連が論じられることは無く、書の精績な分類や解読

も行われなかった。

このような状況の中で、詩画帳が作成された目的も明確にはされていなしミ。作成意図として

は、書と絵画が無作為に貼られていることから、工房に何らかの理由で残された手本となるよ

うな作品や断片が、散逸することのないように台紙に貼はられ、粉本とされたのではないかと

いう説が現在のところ一般的である。

サライ・アルバムの先行研究は数多いが、従来の研究は作品個々の研究であり、同系、類似

作品の比較研究が主流を占め、詩画帳そのものとの関連のなかでの作品研究はない。詩画帳に

貼られている作品は、書と絵画に関連性が認められないとされているだけでなく、納められて

いる総ての作品が無作為に選出され、何らかの意図をもって詩画帳を構成するために選ばれた

ティームール朝の書家ジャアファル・パーイソンゴリーの「上申の書J(水野) -85-



ものではないとこれまで考えられてきた。しかし、実際にそうであろうか。

筆者が代表者を務めた 2 回の科研費研究(平成13~15年、平成18~20年、基盤 (B) (1)) 

において、サライ・アルバムの2冊の詩画帳 (H.2153，2160)の総合的な調査を進めていくう

ちに、これまで主張されていた書と絵画の関連性の無さ、作品の無作為な選択などの定説に、

多少の疑問が生じてきた。この間、共同研究者の関喜房氏によって、初めて2冊の詩画帳の総

ての書の総合的データが完成した。その業績が、詩画帳作成の意図や貼られている絵画と書

(詩、散文、文書類など)の詩画帳との係わりなどに新たな研究課題を開くことは間違いない。

ここでは、「上申の書」が、サライ・アルバムH.2153の詩画帳の中でどのように位置づけら

れるか、どのような意義を有するかを簡単に述べたい。それは、詩画帳と「上申の書」の関連

性を論じる新たな研究課題の提唱である。

この「上申の書Jと詩画帳との係わりに於いて第一に挙げられるのは、筆者である書家の問
題であろう。当該「上申の書jが、ジャアファル・パーイソンゴリーに帰せられると解釈され

ていることに関しては、序で述べた。ジャアファル・パーイソンゴリーは、ティームール朝前

半の能書家として著名で、あり、また芸術の保護者であったパーイソンゴルの図書館長の地位に

あった。彼はナスタァリーク書体の正統的継承者であり、それを後世に伝授した最高の功労者

であった。 H.2153の詩画帳には、ジャアファル・パーイソンゴリーの書が、「上申の書」以外

に20点存在する。詩画帳を編纂させた白羊朝のヤアクーブ・ベクが、ティームール朝15世紀の

前半の能書家のジャアファル・パーイソンゴリーの作品を重要視したことは当然といえよう。

H.2153の詩画帳には、当該「上申の書jのほかに、 3点の上申の書が存在する O ジャアフア

ル・パーイソンゴリーの「上申の書」と同じフォリオの裏面f.98bには、ソルターン・アリー

の「上申の書」、f.l19bには、シェイフ・モハンマドの「上申の書J、f.137aには、シェイフ・
マフムードの「上申の書」が貼られている。これらの3点は、個人的な嘆願書にちかいもので

あり、ジャアファル・パーイソンゴリーの「上申書」のような、公的な上申書ではない。これ

ら3点の筆者はいずれも能書家であり、ジャアファル・パーイソンゴリーの「上申の書」と同

様に、能書家の作品として収集されたことも考えられるが、一方で、、詩画帳にこのような私文

書的な内容の作品が掲載されること自体に、詩画帳作成の広域にわたる収集のカテゴリーが読

み取れる。

白羊朝ヤアクーブ・ベクの時代にティームール朝の芸術は、ヘラートを中心に全盛期を迎え

ていた。自ら芸術に造詣が深かったヤアクーブ・ベクが、ティームール朝前半期の高揚期の工

房の動向や作業状況を著したジャアファル・パーイソンゴリーの「上申の書」に関心を寄せた

ことは当然であり、「上申の書」がヤアクーブ・ベク自身の白羊朝の工房の活性化に指南的要

素を与えた可能性は高い。このような視点から考察すると、ジャアファル・パーイソンゴリー

の「上申の書」は、書画の粉本的作品を収集した詩画帳において、白羊朝時代の伝統的イスラ

ーム芸術の概念の一端を暗示する作品と位置づけることも可能である。

V.結びにかえて

IV.ではジャアファル・パーイソンゴリーの「上申の書」を詩画帳の中で位置づける試みを行

ったが、詩画帳の他の多くの作品との関連性などを考察することも必要で、まだ多くの研究課
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題を残していることも付け加えねばならなし、。

和訳に於いては、先行研究において不明瞭あるいは解釈不明とされていた箇所を明らかにし

た。絵画・工芸の用語に関しては、ティームール朝を中心とした現存する美術工芸品、絵画に

描かれた情報、文献資料などから総合的に解釈した。装丁に関しては関喜房氏の研究に負うと

ころが多い。和訳において明瞭になった主な項目と解釈は以下の通りである。

文様絵画に関して:(A) 4) [14-19J ; (A) 12) [53J 

装丁に関して:(A) 5) [23， 26， 27J・(A)8) [38J : (A) 9) [44J 

書物の種類(キャシュティー)に関して:(A) 16) [67J 

テントの絵画に関して:(A) 19) [75J 

テントに関して:C) 1) [1 J : (C) 5) 

用語の解釈は、 15世紀前半のティームール朝ヘラートの芸術の解釈には、極めて重要で、ある。

書、絵画、装丁、料紙、建築装飾、テント、その他諸工芸などの用語を詳細に解釈することは、

時代の芸術の概念の考察にも繋がるが、それは今後の研究課題としたい。
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